



































結築ー -一総合的家庭環境についτは不備分散鼠I7. 5 平均 61.2
で算出すると 5段階評価の分額は〔第l表〕になる。
第l表 家庭環噴段階とその出現状況
2 集団改訂，人格診断検査(ロー ルシャ yハ法
改訂)の対象およびその結果
人権の定義は事織であるが，とこでは矢田都達郎 (19 5 0 心






レピ'/(L白I'/IIIII.K".)1.行動 (B)を個人の内面的情待 (P) からきわめて複雑なしかも全体的なものである。そのためある特妹
と.心j1J!学的場面(E)との関数関係Kおいて理解L.，人聞の行動 な手続や方法で簡単に全ぼうを明らかにするわけにはいかないが，
町注目1を B=f (P ， E)の関数関係の確定によっては握しよう 人格の特徴や内容はある程度まで客規的に測定できるといわれる。




















対象 家段庭環境階 力自己段統階制 教師の ift 見
A 5 5 正常， ILとやか信望あり
B 5 2 正常級長成績優秀
C 5 窃盗 1@1 (現在なし)学業不振
D l 5 正常級長成績成績優秀
E i 2 窃盗 きょう迫学業不振
F 
a‘ 2 おもつきなし 不平不満が多い
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平均作業 量 2 5 3 I 
作業の最大 差 1 5 1 3 
初頭効果 率 + 0:96 + 0.90 
動 揺 率 +札 60 +0守 42 
V 字裂落込み
平均誤びゅう鼠 0.8 + 1. 9 




ペリン街神作業解説.1 9 6 0 横田象一郎 P 1 5 S....P 1 6 4 





(9) ロー ルシャ yハ検査
具体的な畏応と質問に対するF生徒の説明およびカテゴリー別整
理表は省略し，まとめの表を〔第6表]に示す。
R (Toもal R) 2 4 芝C : M 札5 : 
Rej Rej / Fail 。 E.B F c+c+C': F M+ m 2 3 
T (Toもal Time もI 1 2" 四+1X+X / R 3 ~ % 
砂筑 (AV.res伊nsetime) l 911 (R+A) . (H d+A d) 1 0 : 9 
T/R ~ l AV. reaction七im吟 7" F : CFK+F巴) 1 5 : 。
T，IRょ((AV.n口 Color 5" FC : (C F+ C) I 。
。 ，? ?
T/Rl (AV.Color card) 9" FC+ CF + C / FC + (; +。 : 2 
Mosも DalayedCard & T到ne E 2 5" FM M : 2 
MosむDislikedCard E F q品 63 / 92 
w . D 3 2 0 F-ト ヲ6 30 / 
Dm % 4 2 I、 'f; 6 2.5 
S '1> 。 E q， 5 (2 1 %) 
W - D - Dd-S D Conもenも Range 4 
W : M : 2 修 疋 B R S +1 
L・ー ーー 一 一ー一一一一一一
ζの結果の解釈は主として.ロー ルシャツハ・テスト心PJ1診断法
詳説 (1964.片口安史若)に従った。ヱC:M=乱5: 2で









る.F :FK+FC=1 5: 0は栂端であり，愛情のli¥:求が掛度に
否定さ札ているととが注目され.情緒的反応の少ないのは愛情の欲
求がし亭断されていることに原因があろう。
また.R，W，M，};Cが少なく ，Dd ， ~'C ， F~思 ， A% ， Ad 
が多いととは，との生徒が現在(l9 6 4年11月14日)不安傾
向の大きいζとを示している。























とくに倒人適応が劣り ，日 ~感情，退避的傾向，神経質的傾向 ，
家庭潤係に不適応がみられる.掬うつ的気分，つめをかむくせ.貧











が.， ，神~Htに育ち，家から透げ出したいといい.他方では浪~~~ . 
(' 心付jで努力しようと しない。 欲求不満に耐えられないなど金
t不均伽な人怖が形成されてきたとιになる。
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